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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

準夜チーフの変更について

8/18（土）　　上口ＪＧＭ→伊藤有慶ＭＮｓ

9/15（土）　　上口ＪＧＭ→畑中美恵子Ｎｓ　　　　となります。

＜注目患者様ケース検討＞

・伊藤　五十二様～食事の摂取はできており、黄疸も認められません。排泄の回数について、尿意のみ感じトイレに行ったことも回数にカウントしていると思われます。排便の状況も不安定となっていますので、排泄状況について観察・確認をしていきましょう。

· 倉橋　生子様～今後に向けて、妹様と面談、施設の見学を行っています。施設の入所に関し

ては、前向きに考えているようですが、実家(五戸)に戻りたいという気持ちも少なからず残っている様子が伺えます。現在は睡眠状況良好で、今後への不安・焦燥感の訴えは聞かれませんが、今後日課やプログラムの取り組みに影響がでてくることも考えられます。日課・プログラムの取り組み状況と周囲との交流状況を観察・確認し、周囲とのトラブルに至らないよう関わっていきましょう。

・菊地　明子様～叔母（父方の妹様）にあたる方が亡くなられたことについて、今後生活リズ

ムや日課・プログラムの取り組み状況に影響してくる可能性があります。現在は、日課の取り組みなど支障なく行うことができています。活動性の変化について観察・確認し、日課・プログラムを安定して取り組む事が出来るよう関わっていきましょう。

・滝田　英人様～外泊前後、独語が聞かれている状況に変化はみられていません。昨日、胸部

や腹部に苦しみがあると訴えがあり、主治医より経過観察の指示が出ました。今朝になって、「だいぶ落ち着いた」と話されています。独語はあるものの、日課の取り組みはできています。身体不調に対し、「神経が太くなった気がする・・」「腸がおかしい。洗われている」などと身体不調を上手く表現にすることが出来ないと思われます。適宜バイタル測定をすると共に喫煙についても本数を減らすなどの介入をしていきましょう。

・小笠原　禮子様～昨日の転倒について、主治医より骨折の所見は無しとの診断が出ています。

本日は、「少し痛い」と話されています。日課は支障なく取り組み、食事の摂取も通常通りです。移動時の歩行や入浴時には転倒に注意し観察・介助していきましょう。

・稲垣　恵利子様～8/20（月）からの外泊予定を意識してか、本日は自室の床に履物を一列に並べたり、スタッフへ「(迎えが)来てない？」と確認に来ています。本人は外泊予定日の日時を正確に把握はしています。単独で病棟を離れないよう所在の確認を徹底して行いましょう。

＜金銭自己管理評価・検討＞

· 林　田鶴子様～自己管理に移行してから大きな問題はなく経過していますが、菓子類などを

　　　　　　　　　買って食べ、食事の摂取に影響が出ていることがあります。購入物の確認を　　　し、買い物の量について自分でコントロールできるよう介入していきましょう。

· 三上　勇様～毎週金曜日に１週間分（３千円）を受け取り、その日のうちにほぼ使い切る

ことが習慣となっていますが、次の１週間まで支障なく経過しています。きちんと守る事ができていることを評価するとともに、他者との貸し借りなど行わないよう観察・確認の上介入していきましょう。

